


街中を巡りながら、問題リストにある謎を解いて、

制限時間内に答えとなるものの写真を撮ってくる

プログラムです。

問題の選び方、時間配分、ルートなど様々な要素を

考慮してチームで高得点を目指します。

街を巡りながら、

頭も体も使って楽しく実施できる内容です！

フォトスカベンジャーハントとは？



●ルール：問題リストにある謎問題を解いて、答えとな

るものの実物写真を撮り、ポイントを獲得する。

ポイントが最も高かったチームの優勝。

●謎問題：様々な種ジャンルや難易度の問題がある。

詳細内容（１）

Hold in hand.
「まつあをのかとくいれるく」
を１２３４５６７８９＊０＃
にあてはめろ

あかいくつのくるまをとれ
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横に入れて

縦に読む



●手順：

詳細内容（２）

第1ラウンド

結果発表

振り返り

ルール説明

中間結果発表・振り返り

第2ラウンド



タイムスケジュール

10分

開会挨拶、目的などの説明

ご担当者様よりご挨拶をいただき、

チームビルディングガイドが目的などについて説明を行う。

20分
ルール説明

プログラムのルール説明や、資料の配布などを行う。

45分
第1ラウンド

各チームが街へ出て、問題を解く。

30分
中間結果発表・振り返り

第1ラウンドの結果を発表し、振り返りと次に向けての作戦会議を行う。

90分
第2ラウンド

再度、各チームが街へ出て、問題を解く。

25分

結果発表

高さと美しさを判定し、順位づけを行う。

結果を発表し、優勝チームにはインタビューを行う。

20分
振り返り

各チームでの振り返りを行う。



●時間 ：約4時間

●場所 ：浅草、お台場、みなとみらい、横須賀、

京都、函館（会議室、バンケットも必要）

●対象者：社会人

●人数 ：8～100名（1チーム4～6名編成）

●持ち物：筆記用具、スマートフォン

●費用 ：40名までの一律 330,000円（税別）

1名追加ごと 8,250円（税別）

実施条件



【主な効果】

●課題に挑戦し、同じゴールに向かうことで、チーム内に一体感や達成感が生まれる。

●多様な種類の問題（文字を使うもの、数を使うもの、音楽を使うもの、絵を使うも

のなど）があるため、メンバーそれぞれの多様な能力が活かされる。

また、それぞれの能力が掛け合わさってチームとして成果が出ることを体験できる。

●謎問題の難易度、配点、街を歩くルート、時間配分など、成果を出すために求め

られる要素が複数あるため、チーム内での役割分担が求められる。また、それに

よってメンバーそれぞれの強みや特性をお互いに認識することができる。

【主な特色】

●観光、職場旅行の一環として実施できる。

●その土地らしさを活かしたプログラムとして実施できる。

●チーム活動の写真が残るため、その後の懇親会や職場で話のタネ

となり、参加者同士の会話が広がる。実施のレポートや記録としても残しやすい。

本プログラムの特長


